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平成 30 年２月１日 

各  位 

会 社 名 株式会社 銀座ルノアール 

代 表 者 名 代表取締役社長   小宮山 誠 

 （JASDAQ ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ 9853） 

問 合 せ 先 取締役管理本部長  遠藤 芳子 

 ＴＥＬ 03-5342-0881 

 

株式の売出し及び主要株主の異動に関するお知らせ 

 

当社は、主要株主に該当する小宮山誠氏より、同人が所有する当社普通株式の一部を、市場外取引により、キーコーヒ

ー株式会社に対して譲渡（以下「本株式譲渡」）する旨の報告を受けました。本株式譲渡が当社普通株式の売出しに該当す

るとともに、本株式譲渡により当社の主要株主に異動が生じる見込みとなりましたので、下記のとおりお知らせいたしま

す。 

 

記 

 

１．株式の売出しについて 

 （１）売出しの要領 

売出株式の種類及び数 当社普通株式 580,000 株 

売出価格 １株につき 928 円 

売出価格については、売買当事者間における協議のうえ、決定されております。 

売出価額の総額 538,240,000 円 

売出株式の所有者 

及び売出株式数 

小宮山 誠    580,000 株 

売出方法 小宮山誠氏によるキーコーヒー株式会社に対する、市場外取引による当社普通株式の

譲渡 

申込期間 平成 30 年２月１日 

払込期日 平成 30 年２月８日（予定） 

申込証拠金 該当事項はありません 

その他 上記については、金融商品取引法に定める有価証券通知書を提出しております。 

 

 （２）売出しの目的 

    小宮山誠氏とキーコーヒー株式会社との間で、当社普通株式を市場外取引により譲渡することが合意されたこと

から、関係法令の定める手続きとして、売出しにより譲渡を行うことを目的とするものであります。 
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２．主要株主の異動 

（１）異動が生じる経緯 

    前記「１．株式の売出しについて」に記載する本株式譲渡の完了により、以下のとおり主要株主の異動が生じる

予定です。 

 

 （２）異動する株主の概要 

    ①主要株主でなくなる株主の概要 

氏 名 小宮山 誠 

住 所 東京都小平市 

 

    ②新たに主要株主となる株主の概要 

名称 キーコーヒー株式会社 

所在地 東京都港区西新橋２丁目 34 番４号 

代表者の役職・氏名 代表取締役社長 柴田 裕 

事業内容 コーヒー関連事業、飲料関連事業 等 

資本金 4,628 百万円 

 

 （３）異動前後における当該株主の所有する議決権の数（所有株式数）及び総株主の議決権の数に対する割合 

    ①小宮山誠 

       議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の数 

に対する割合 
大株主順位 

異動前 

（平成 29 年 12 月 31 日現在） 

7,451 個 

（745,100 株） 
12.22％ 第３位 

異動後 
1,651 個 

（165,100 株） 
2.71％ 第５位 

 

    ②キーコーヒー株式会社 

       議決権の数 

（所有株式数） 

総株主の議決権の数 

に対する割合 
大株主順位 

異動前 

（平成 29 年 12 月 31 日現在） 

1,740 個 

（174,000 株） 
2.85％ 第５位 

異動後 
7,540 個 

（754,000 株） 
12.36％ 第３位 

      （注）１．大株主の順位は、平成 29 年９月 30 日現在の株主名簿を基準として、当社において推定したもの

です。 

         ２．議決権を有しない株式として発行済株式総数から控除した株式数   153,804 株 

         ３．平成 29 年９月 30 日現在の発行済株式総数            6,252,004 株 

         ４．異動後のキーコーヒー株式会社の議決権割合は、間接保有を含めると 34.19％となります。 

         ５．総株主の議決権の数に対する割合について、小数点以下第三位を四捨五入しております。 
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 （４）異動予定年月日 

    平成 30 年２月８日（予定） 

 

 （５）開示対象となる非上場の親会社等の変更の有無等 

    該当事項はありません。 

 

 （６）今後の見通し 

    当社とキーコーヒー株式会社は、キーコーヒー株式会社のもつコーヒー及び喫茶商材の開発力、物流や情報ネッ

トワーク、当社の持つ店舗運営ノウハウの活用、両社の人的交流、共同仕入れ、店舗開発などを相互に活用して事

業展開を行っております。今後におきましては、具体的に決定した事項はございませんが、より一層のシナジーを

追求することで事業の拡大を目指し、更なる企業価値の向上を図ってまいります。 

    なお、今回の主要株主の異動による当社業績への影響はございません。 

 

以  上 


